
建設工事にわけるじ麗落災害の原因詳細

§1 まえがき

土木建築工事においーこ慇落災害は日立つて多い。而も

重傷l,)上の偽古喜故となることが会い。墜‘答災害：土との

ようにして起るのてあるか，又虚吝というと作業者り作

菜i子詞が癌かつたた以）という，丘：く人的欠陪1こよるもの

と思わ忙膀であるが，餃靡乃欠陥団ち物杓欠陥：こよるこ

ともあるいで， これらし＇）点を翡査し，｛かせて今後嘔吝災

害予防のり向をはつぎりさせるために， この災害を詐紐l

に調べこみたので記ろ。

査料とし了今手元にある昭秤2り年1ゲ年間の東京部に

おける逮設事業J)文宮付数2,383件を分頴した，墨浴災

害はこの中 4'.38 件，—；18.4%を占めている:::ーとがわか•:)た

§2  墜落災害因の詳細
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許1. 踏外すと滑るとをわざわざ図別したがこれは災唐

の目撃者てないとはつきりしない。而し報告の記扉

によつて一応哀別した。

2. 足場の胴壊は隧落場所としては足場である。素因

がはつきりしないので胴吃を素因として憫を設け

た。出壊で考えられることは壁繋の不足建池の不伺

沈下等である。

3. 大背物的欠陪1こよると思われるものについて備考

欄に註釈した。
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§3 むすび

以上により純梓に物的欠陥によるものだけを拾つてみ

ると92件であり全体よりみ--Z-21%もあることがわかり， 9

使設設備ふ欠陥を是正しなければならないことが認めら

れろ。 （足開の安全指針については安全資料第2号に廃

表した）

滑るということを特別に出してみたの1よ以前より問覇

になつているためで，数字J:.438件中 104件て23.7°Gも

あり，尚これを上誓ることが想像される。これは純梓1:

人的欠陥とかたつけてしまうことは割切れないものがt)

る。滑ることは雨で濡れた足場や屋根等てよく起ること

ではあるが，そうでなくても起り，履物しこついても諾§

な調査即究が逆要ではないだろうか問題である。

（担当者斎藤次郎）
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